
側
面
で
あ
り
、
他
は
臨
床
的
（
相
対
的
、
自
己
的
、
総
合
的
、
感
覚

的
）
側
面
で
あ
る
。
現
代
に
至
る
小
児
医
学
も
、
こ
の
差
違
の
中
で

葛
藤
し
つ
つ
、
人
間
学
と
し
て
の
道
を
摸
索
中
で
あ
る
と
い
え
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
死
の
恐
怖
と
不
断
に
直
面
し
虚
弱
な
わ
が
子

が
健
や
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
親
の
素
朴
で
あ
る
が
切
実
な
願
望
が
、

ス
ワ
ド
リ
ン
グ
を
必
要
と
さ
せ
、
存
続
さ
せ
た
と
い
え
よ
う
。
現
代

小
児
医
学
に
お
い
て
ス
ワ
ド
リ
ン
グ
が
再
評
価
さ
れ
、
特
に
小
児
看

護
医
学
で
ス
ワ
ド
リ
ン
グ
に
よ
る
運
動
の
抑
制
が
乳
幼
児
の
鎮
静
化

に
効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
の
も
そ
の
故
で
あ
る
。

（
東
京
学
芸
大
学
附
属
大
泉
小
学
校
）

腹
腔
動
脈
は
決
し
て
微
小
な
構
造
物
で
は
な
い
が
、
腹
腔
内
臓
の

裏
側
（
背
側
）
に
存
在
し
、
か
つ
腹
腔
の
背
壁
に
埋
没
し
た
短
い
物

で
あ
る
た
め
、
解
剖
学
的
探
索
が
難
し
く
、
そ
の
重
要
性
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
近
代
解
剖
学
の
創
始
者
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
よ
っ
て
も
発
見

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

巨
旨
胃
］
い
（
一
九
五
五
）
に
よ
れ
ば
、
腹
腔
動
脈
の
最
初
の
発
見

（
記
載
）
は
国
農
９
（
一
七
五
六
）
の
《
岸
○
旨
の
“
諺
目
鷺
○
目
８
①
（
以

下
略
）
》
》
（
以
下
『
ハ
ラ
ー
一
七
五
六
乙
』
と
略
記
す
る
）
で
あ
る
。

ハ
ラ
ー
は
、
他
の
引
用
者
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
『
人
体
解
剖
図

譜
』
も
し
く
は
《
胃
○
月
唖
戸
旨
昌
。
目
３
①
〕
》
と
略
称
さ
れ
て
い
る
解
剖

学
害
全
八
巻
を
、
一
七
四
三
年
か
ら
一
七
五
六
年
に
か
け
て
刊
行
し

て
い
る
。
冨
甘
胃
］
い
の
引
用
し
た
書
名
に
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
な
理

ｌ
ハ
ラ
ー
を
中
心
に
Ｉ

腹
腔
動
脈
の
解
剖
学
的
研
究
の

歴
史
（
一
）

澤
野
啓
一
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由
で
、
多
少
疑
問
が
あ
る
が
、
ハ
ラ
ー
の
動
脈
系
解
剖
学
の
到
達
点

と
い
う
意
味
で
は
、
お
そ
ら
く
第
八
巻
（
以
下
『
ハ
ラ
ー
一
七
五
六

甲
』
と
略
記
す
る
）
と
同
じ
水
準
の
著
作
と
思
わ
れ
る
。

当
時
は
、
解
剖
学
と
生
理
学
と
が
現
在
の
よ
う
に
分
離
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
が
、
ハ
ラ
ー
の
解
剖
学
分
野
で
の
関
心
は
、
特
に
動
脈

系
に
対
し
て
強
か
っ
た
よ
う
で
、
『
人
体
解
剖
学
図
譜
』
シ
リ
ー
ズ

の
刊
行
の
時
期
に
重
ね
て
、
動
脈
系
に
か
な
り
重
点
を
置
い
た
別
の

著
作
も
刊
行
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
冊
に
、
『
解
剖
学
研
究
選
集
』

第
三
巻
（
函
シ
Ｆ
闇
国
閃
．
Ｑ
ｏ
弓
目
崗
ｚ
ｏ
少
固
ゞ
ぐ
シ
ｚ
ロ
国
ｚ
国
○
国
ｏ
悶

弓
盆
）
が
あ
る
が
、
ハ
ラ
ー
は
そ
の
中
で
、
腹
腔
動
脈
と
そ
の
主
要

な
枝
に
つ
い
て
記
載
し
、
図
も
載
せ
て
い
る
（
二
’
二
二
頁
、

弓
画
す
ら
。

こ
の
図
は
、
ハ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
シ
・
詞
乏
騨
言
の
獄
（
一
七
二
九
）

に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
国
○
厚
い
封
８
（
一
九
一
二
、
七
八
六

’
七
八
八
頁
）
も
同
じ
乏
国
犀
閏
を
引
用
し
て
い
る
。
し
か
し
こ

の
図
で
は
、
左
胃
動
脈
は
腹
腔
動
脈
か
ら
分
枝
し
て
右
に
向
か
い
、

次
い
で
Ｙ
字
型
に
分
岐
し
て
、
一
方
は
副
肝
動
脈
と
な
っ
て
肝
臓
へ

向
か
い
（
こ
の
動
脈
を
ハ
ラ
ー
は
シ
『
蔚
凰
凹
胃
冒
胃
僅
胃
冒
錘
と
呼

ん
で
い
る
）
、
他
方
は
大
動
脈
の
裏
側
（
背
側
）
を
右
か
ら
左
へ
回

り
込
ん
で
胃
の
小
弩
の
噴
門
付
近
へ
向
か
っ
て
い
る
。
左
胄
動
脈
が

副
肝
動
脈
を
分
枝
す
る
の
は
間
々
あ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
大
動
脈

の
裏
側
（
背
側
）
を
回
り
込
ん
で
胃
に
達
す
る
か
の
ご
と
く
描
か
れ

て
い
る
点
は
、
何
と
も
不
可
能
で
あ
る
。

こ
の
図
で
は
、
肝
臓
を
養
う
動
脈
は
、
先
の
少
．
胃
冨
胃
四
胃
冒
騨

（
左
副
肝
動
脈
）
の
外
に
、
諺
．
汗
冨
胃
“
農
の
３
（
固
有
肝
動
脈
）
、

そ
し
て
胃
十
二
指
腸
動
脈
か
ら
鋭
角
的
に
逆
行
し
て
肝
臓
へ
向
か
う

諺
．
胃
冒
胃
騨
蔚
昌
騨
な
る
副
肝
動
脈
、
の
以
上
三
本
の
動
脈
が
描

か
れ
て
い
る
。

と
に
か
く
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
〈
ラ
ー
が
一
七
五
六
年
よ
り
以
前

の
一
七
四
八
年
の
段
階
で
、
腹
腔
動
脈
に
関
す
る
記
載
を
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

一
方
、
弓
騨
昌
巳
９
（
ｇ
Ｅ
ｇ
は
引
用
文
献
に
、
《
閏
農
９
（
弓
お
）
》

胃
○
回
の
函
脚
旨
騨
８
目
８
の
．
①
隊
冒
鳴
冒
・
》
》
を
掲
げ
、
ハ
ラ
ー
が
、
そ
の

第
八
巻
（
團
鈎
ｏ
・
ぐ
胃
目
・
）
三
五
頁
に
、
「
た
だ
一
回
だ
け
腹
腔
腸

間
膜
動
脈
を
観
察
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
と
し
て
い
る
胃
四
目
胃

（
ｓ
Ｒ
ｇ
の
四
七
八
頁
］
。

後
に
述
べ
る
よ
う
な
理
由
で
、
弓
“
昌
巳
①
弓
が
引
用
し
て
い
る
の

が
、
ハ
ラ
ー
の
有
名
な
『
人
体
解
剖
学
図
譜
』
角
８
国
①
い
い
目
鼻
。
，
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目
８
句
）
シ
リ
ー
ズ
の
中
の
一
冊
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思

わ
れ
る
が
、
刊
行
年
に
つ
い
て
は
異
な
っ
て
い
る
。

さ
て
問
題
の
第
八
巻
の
正
式
な
表
題
は
、
畠
８
口
ロ
日
“
己
呉
○
目
‐

の
秒
司
匡
目
買
い
色
』
ず
ロ
ｍ
凹
屋
Ｐ
目
四
①
で
画
風
①
、
、
○
門
己
○
国
い
ぼ
匡
吋
目
四
目
詳
旦
①
犀
目
①
秒
斤
四
①

茸
脚
昌
目
白
夢
蜀
農
９
９
」
扇
ぐ
目
鼻
２
巨
旨
日
易
．
シ
目
①
凰
胃
屋
９
８
冒
撹

８
号
○
国
鬮
湧
蔚
日
囚
。
皀
日
留
乞
豆
①
ｇ
の
昌
○
且
号
い
、
国
営
旨
巨
凰
ぐ
勝
○
門
匡
日
．

委
巨
ｇ
ｏ
門
の
シ
Ｆ
国
固
詞
弓
○
く
．
国
Ｐ
Ｆ
Ｆ
固
閃
．
（
中
略
）
①
○
弓
昌
ｚ
の
シ
国
、

少
弔
ロ
ロ
ぐ
閂
己
ご
シ
冨
国
．
シ
国
罰
シ
冒
胃
ぐ
シ
ｚ
己
国
ｚ
函
○
画
○
観
員
．

富
ロ
Ｏ
Ｏ
Ｆ
ぐ
局
・
で
あ
る
。

員
巨
邑
堕
（
一
九
五
五
）
が
十
二
頁
で
引
用
し
て
い
る
『
ハ
ラ
ー

一
七
五
六
乙
』
は
、
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
だ
け
で
は
な

く
、
外
に
そ
の
存
在
を
確
認
す
る
資
料
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
が
、

多
数
の
学
術
書
を
著
作
し
た
ハ
ラ
ー
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
『
ハ
ラ

ー
一
七
五
六
甲
』
と
別
の
書
物
で
あ
る
可
能
性
も
十
分
あ
る
。
一
七

五
六
年
は
『
人
体
解
剖
学
図
譜
』
全
八
巻
完
結
の
年
で
あ
り
、
翌

一
七
五
七
年
か
ら
は
大
著
作
『
人
体
生
理
学
原
論
（
要
綱
）
」
（
国
①
‐

目
⑦
回
国
嘗
嵐
Ｏ
］
Ｏ
唱
画
①
８
ｓ
ｏ
爵
ヶ
目
日
脚
己
）
弓
副
ｌ
弓
段
）
の
刊
行

が
始
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ハ
ラ
ー
の
狭
義
の
脈
管
解
剖
学
は
こ

の
時
点
で
一
応
完
結
し
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

旨
甘
言
房
（
一
九
五
五
）
が
引
用
す
る
『
ハ
ラ
ー
一
七
五
六
乙
』
が

『
人
体
解
剖
学
図
譜
』
の
動
脈
系
を
中
心
と
し
た
要
約
本
で
あ
る
と

し
て
も
、
ハ
ラ
ー
の
人
体
解
剖
学
の
到
達
点
と
い
う
意
味
で
は
、
同

じ
内
容
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

『
ハ
ラ
ー
一
七
五
六
甲
』
は
、
人
体
で
腹
腔
動
脈
系
の
変
異
型
に

つ
い
て
も
発
見
し
記
載
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、

次
の
よ
う
で
あ
る
。
（
な
お
、
ｅ
ｌ
⑤
の
記
号
は
、
読
み
や
す
く
す

る
た
め
に
筆
者
が
付
け
た
も
の
で
、
『
ハ
ラ
ー
一
七
五
六
甲
』
自
身

の
記
号
や
記
載
順
と
は
別
で
あ
る
。
）

ｅ
腹
腔
動
脈
が
三
分
岐
せ
ず
に
、
ま
ず
脾
動
脈
と
左
胃
動
脈
と
共

通
幹
（
胄
脾
動
脈
幹
）
と
総
肝
動
脈
と
に
二
分
岐
し
、
次
い
で
胃

脾
動
脈
幹
が
脾
動
脈
と
左
胃
動
脈
と
に
分
岐
す
る
形
式
。

ｅ
左
胃
動
脈
が
腹
大
動
脈
か
ら
直
接
分
枝
す
る
形
式
。

ｅ
左
冑
動
脈
か
ら
肝
臓
へ
向
か
う
太
い
枝
（
左
副
肝
動
脈
）
が
存

在
す
る
形
式
。

⑳
腹
大
動
脈
か
ら
は
胄
脾
動
脈
幹
と
肝
腸
間
膜
動
脈
幹
と
が
分
枝

し
、
胃
脾
動
脈
幹
は
左
胄
動
脈
と
脾
動
脈
と
に
分
岐
し
、
肝
腸
間

膜
動
脈
幹
は
総
肝
動
脈
と
上
腸
間
膜
動
脈
と
に
分
岐
す
る
形
式
。

⑤
腹
腔
動
脈
と
上
腸
間
膜
動
脈
と
が
共
通
幹
（
す
な
わ
ち
腹
腔
腸
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間
膜
動
脈
）
を
な
し
て
腹
大
動
脈
よ
り
分
枝
し
、
後
に
両
動
脈
に

分
岐
す
る
形
式
。

昌
旨
篇
］
ぬ
（
一
九
五
五
）
は
、
ハ
ラ
ー
自
身
は
腹
腔
動
脈
の
最
初

の
発
見
者
を
伊
○
署
①
昌
“
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
と
し
て
、
そ
こ
の

箇
所
だ
け
六
行
分
を
ハ
ラ
ー
の
ラ
テ
ン
語
原
文
を
引
用
し
て
い
る

が
、
引
用
文
献
に
は
載
せ
て
お
ら
ず
、
小
生
の
拙
い
検
索
の
結
果
で

は
、
Ｆ
ｏ
署
①
旨
い
の
著
作
を
、
引
用
を
含
め
て
、
他
に
見
い
だ
す
こ
と

は
出
来
な
か
っ
た
。

（
東
邦
大
学
医
学
部
・
第
一
解
剖
）

、
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史
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史
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